
 主要記事 

・ 第３６代第１０特科連隊長 與藤１佐 着任行事 

・ 令和５年訓練始め及び成人行事       他 
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第３６代第１０特科連隊長兼ねて第４０代豊川駐屯地司令 

與藤 公彦 １等陸佐 着任行事 

 

連
隊
は
、
令
和
４
年
12
月

１
日(

木)

、
豊
川
駐
屯
地
に

お
い
て
、
第

36

代
第

10

特

科
連
隊
長
兼
ね
て
第
40
代
豊

川
駐
屯
地
司
令 

與
藤 

公

彦 

１
等
陸
佐
の
着
任
行
事

を
挙
行
し
た
。 

 

登
庁
し
た
與
藤
１
佐
は
、

最
初
に
駐
屯
地
殉
職
隊
員
慰

霊
碑
に
祀
ら
れ
た
21
柱
の
御

霊
に
対
し
て
献
花
を
し
た
。

そ
し
て
、
連
隊
内
各
部
隊
長

等
の
出
迎
え
及
び
連
隊
に
所

属
す
る
幹
部
に
よ
る
幹
部
挨

拶
を
受
け
た
後
、
第
10
師
団

長 

中
野 

義
久 

陸
将

(

当
時)

に
対
し
て
着
任
申
告

を
行
っ
た
。 

 

そ
の
後
、
豊
川
訓
練
場
に

場
所
を
移
し
て
行
っ
た
着
任

式
で
與
藤
１
佐
は
、
『
国
民

の
負
託
に
応
え
、
即
応
・
即

動
し
任
務
を
完
遂
』
を
統
率

方
針
と
し
て
示
す
と
と
も

に
、
『
火
力
戦
闘
・
運
用
部

隊
と
し
て
の
実
力
向
上
』

『
明

る

く
、
楽

し

く
、
積

極
・
前
向
き
に
』
の
２
点
を

要
望
し
、
「
限
り
あ
る
資

源
、
人
口
の
減
少
と
い
っ
た

厳
し
い
環
境
が
継
続
す
る
中

に
お
い
て
、
私
は
、
与
え
ら

れ

た

装

備

品
、
弾

薬
、
燃

料
、
施
設
、
そ
し
て
何
よ
り

も
諸
官
一
人
一
人
全
て
が
国

の
宝
で
あ
り
、
一
兵
一
品
一

資
源
た
り
と
も
無
駄
な
も
の

は
１
つ
も
な
い
と
強
く
認
識

し
て
い
る
。
そ
の
認
識
の

下
、
火
力
戦
闘
及
び
各
種
作

戦
の
実
行
部
隊
と
し
て
、
そ

の
実
力
を
向
上
さ
せ
、
個
々

の
ヒ
ト
・
モ
ノ
が
持
て
る
全

て
の
力
を
最
大
限
引
き
出
せ

る
よ
う
、
連
隊
本
部
及
び
各

部
隊
が
チ
ー
ム
力
と
創
造
力

を
も
っ
て
、
『
明
る
く
、
楽

し
く
、
積
極
・
前
向
き
に
』

職
務
を
遂
行
し
、
目
的
を
達

成
、
勝
利
を
追
求
せ
ん
こ
と

を
要
望
す
る
。
我
々
の
生

活
・
存
在
は
、
国
民
、
と
り

わ
け
三
河
の
皆
様
に
支
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
強
く
認
識

し
、
こ
れ
ま
で
の
諸
先
輩

方
、
そ
し
て
諸
官
自
ら
の

日
々
の
努
力
の
積
み
重
ね
て

き
た
信
頼
を
守
り
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
私
自
身
が
奮
励
努

力
す
る
こ
と
を
誓
う
。(

要

旨)

」
と
着
任
の
辞
を
述
べ

た
。 

 
ま
た
、
本
行
事
で
は
守
山

駐
屯
地
に
所
在
す
る
第
10
音

楽
隊
の
演
奏
支
援
を
受
け
、

着
任
式
の
各
場
面
に
お
い
て

晴
れ
た
空
に
澄
ん
だ
音
色
が

響
き
渡
っ
た
。 

 

連
隊
は
、
與
藤
１
佐
を
核

心
と
し
て
、
い
か
な
る
時
に

も
即
応
・
即
動
し
、
任
務
を

完
遂
で
き
る
連
隊
へ
と
邁
進

し
て
い
く
。 

第３５代第１０特科連隊長兼ねて第３９代豊川駐屯地司令 

矢野 秀樹 １等陸佐 離任行事 

 

連
隊
は
、
令
和
４
年
11
月

30
日(

木)

、
豊
川
駐
屯
地
に

お
い
て
、
第
35
代
第
10
特
科

連
隊
長
兼
ね
て
第
39
代
豊
川

駐
屯
地
司
令 

矢
野 

秀
樹 

１
等
陸
佐
の
離
任
行
事
を
挙

行
し
た
。 

 

矢
野
１
佐
は
、
令
和
２
年

８
月
上
番
以
来
、
２
年
３
か

月
の
間
、
連
隊
及
び
豊
川
駐

屯
地
の
さ
ら
な
る
精
強
化
と

地
域
か
ら
の
よ
り
一
層
の
信

頼
獲
得
に
向
け
、
常
に
陣
頭

に
立
っ
て
指
揮
を
執
っ
た
。 

 

こ
の
度
の
定
期
異
動
で
、

教
育
訓
練
研
究
本
部(

目
黒)

に
御
栄
転
さ
れ
た
。 
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令和５年訓練始め及び成人行事 
 

連
隊
は
、
令
和
５
年
１
月

11

日(

水)

、
豊
川
訓
練
場
に

お
い
て
、
令
和
５
年
訓
練
始
め

及
び
成
人
行
事
を
実
施
し
た
。 

 
本
行
事
で
は
、
ま
ず
初
め

に
、
本
年
度
20
歳
を
迎
え
た

38
名
の
隊
員
が
、
ご
家
族
も

見
守
る
中
で
そ
れ
ぞ
れ
抱
負
を

述
べ
て
決
意
を
新
た
に
し
た
。 

 

続
い
て
連
隊
長
が
、
「
昨
年

末
に
、
国
家
安
全
保
障
戦
略
・

国
家
防
衛
戦
略
・
防
衛
力
整
備

計
画
の
３
文
書
が
改
定
を
さ
れ

た
が
、
国
民
の
負
託
に
応
え

る
、
国
防
・
災
害
対
応
を
含
め

た
陸
上
自
衛
隊
の
全
国
運
用
の

中
に
あ
っ
て
、
任
務
を
完
遂
す

る
と
い
う
我
々
第
10
特
科
連

隊
の
使
命
は
不
変
で
あ
る
。
ま

ず
、
隊
員
諸
官
一
人
一
人
が
、

年
頭
に
あ
た
っ
て
そ
れ
を
認
識

し
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
上

で
、
各
部
隊
に
あ
っ
て
は
、
引

き
続
き
団
結
規
律
士
気
高
く
、

そ
し
て
平
素
の
教
育
訓
練
に
お

い
て
は
安
全
確
実
に
そ
の
運
用

部
隊
と
し
て
の
能
力
を
向
上
さ

せ
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
隊

員
一
人
一
人
に
お
い
て
は
、
明

る
く
、
楽
し
く
、
積
極
・
前
向

き
に
職
務
を
遂
行
し
て
も
ら
い

た
い
。(

要
旨)

」
と
年
頭
の
辞

を
述
べ
た
。
ま
た
、
連
隊
長
及

び
各
隷
下
部
隊
長
が
今
年
一
年

間
の
安
全
を
祈
願
し
て
、
装
備

品
に
対
し
て
御
神
酒
を
捧
げ

た
。 

 
そ
し
て
最
後
に
、
１
５
５
ｍ

ｍ
榴
弾
砲
Ｆ
Ｈ
７
０
に
よ
る
計

36
発
の
空
包
射
撃
を
実
施
し

て
冬
晴
れ
の
空
に
轟
音
を
轟
か

せ
、
本
行
事
は
幕
を
閉
じ
た
。 

 

連
隊
は
、
新
た
な
年
を
迎

え
、
気
持
ち
を
新
た
に
全
隊
員

一
丸
と
な
っ
て
さ
ら
に
練
度
を

高
め
、
常
に
即
応
・
即
動
し
任

務
を
完
遂
し
て
い
く
。  

新

た

な

一

年

、

新

た

な

決

意 

抱負を述べる隊員 
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